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3

次回定例会 ９月上旬開催予定です。

断
の
結
果
を
受
け
、
来
客
用
駐
車
場
か
ら
公

用
車
駐
車
場
に
か
け
て
の
軸
方
向
の
構
造
体

の
強
度
を
高
め
る
補
強
工
事
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

　

工
事
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
騒

音
や
振
動
を
伴
う
作
業
に
つ
い
て
は
、
夜
間

お
よ
び
休
日
に
行
う
こ
と
と
し
、
工
期
は
今

年
の
６
月
中
旬
か
ら
来
年
の
３
月
中
旬
ま
で

の
９
ヶ
月
間
を
予
定
し
て
い
る
。

　

耐
震
改
修
工
事
の
工
法
を
選
定
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
工
事
の
難
易
度
や
工
事
費
用
、

執
務
室
へ
の
影
響
度
合
な
ど
に
つ
い
て
、
比

較
検
討
を
行
い
、
費
用
が
最
も
安
価
で
、
執

務
室
へ
の
影
響
も
少
な
い
制
震
工
法
を
選
定

し
た
。

議
案
第
14
号　

公
有
水
面
埋
立
て
に
つ
い
て

　

今
回
の
公
有
水
面
埋
立
て
に
つ
い
て
は
、

末
広
地
区
緑
地
の
整
備
の
た
め
、
護
岸
を
整

備
す
る
に
あ
た
り
、
既
設
の
護
岸
の
前
面

に
、
新
た
な
護
岸
を
築
造
し
た
方
が
、
周
辺

の
建
物
へ
の
影
響
が
少
な
く
、
仮
設
費
も
安

価
と
な
る
こ
と
か
ら
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

老
朽
化
し
た
護
岸
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
安
全
性
の
確
保
が
図
ら
れ
る
と
と
も

に
、
末
広
地
区
の
緑
地
整
備
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
よ
り
よ
い
港
湾
環
境
が
形
成
さ
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

 

委
員
間
の
協
議

　

議
案
第
11
号　

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　

今
回
の
工
法
に
つ
い
て
は
、
費
用
あ
る
い

は
難
易
度
な
ど
も
含
め
て
最
良
の
方
法
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
了
解
し
た
。
安
全
を
考
え

て
、
早
期
に
工
事
し
て
ほ
し
い
。

議
案
第
14
号　

公
有
水
面
埋
立
て
に
つ
い
て

　

末
広
地
区
緑
地
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

当
該
地
区
が
市
民
や
観
光
客
に
と
っ
て
憩
い

の
場
と
な
る
よ
う
、
今
後
、
動
線
の
検
討
な

ど
、
関
係
部
局
や
周
辺
の
住
民
、
商
店
街
等

と
も
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
進
め
て
ほ
し
い

が
、
目
的
や
効
果
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り

と
理
解
で
き
た
。

　

な
ど
の
理
由
で
賛
成
。

 

主
な
論
点
・
疑
問
点
等

議
案
第
１
号　

平
成
29
年
度
函
館
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
民
生
分
科
会
関
係
部
分
）

○
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
費
施
設
型
給

付
費
増

○
児
童
館
等
管
理
運
営
所
要
経
費
増

　

・
事
業
の
内
容
や
今
後
の
見
通
し

議
案
第
４
号　

函
館
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に

必
要
な
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

・
改
正
の
理
由
と
効
果

 

主
な
理
事
者
の
説
明

議
案
第
１
号

○
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
費
施
設
型
給

付
費
増

　

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

多
子
世
帯
に
対
す
る
保
育
料
の
軽
減
制
度
を

拡
充
す
る
北
海
道
の
事
業
の
活
用
に
よ
り
、

公
定
価
格
か
ら
保
育
料
を
控
除
し
た
額
で
給

付
す
る
施
設
型
給
付
費
が
増
額
と
な
る
。

　

対
象
児
童
は
、
３
歳
未
満
の
保
育
所
及
び

認
定
こ
ど
も
園
の
保
育
所
機
能
を
利
用
す
る

子
供
で
、
年
収
が
640
万
円
未
満
の
世
帯
の
第

２
子
以
降
と
す
る
も
の
で
、
新
た
に
474
人
の

保
育
料
が
無
料
に
な
る
と
試
算
し
て
い
る
。

○
児
童
館
等
管
理
運
営
所
要
経
費
増

　

こ
の
た
び
の
補
正
は
、「
は
こ
だ
て
Ｗ
Ａ
Ｏ

Ｎ
」、「
ジ
ャ
ッ
ク
ス
は
こ
だ
て
カ
ー
ド
」
の
寄

附
金
を
活
用
し
、
経
年
劣
化
が
特
に
進
行
し

て
い
る
谷
地
頭
、
人
見
、
日
吉
が
丘
児
童
館

の
図
書
室
の
椅
子
、
机
の
購
入
費
125
万
円
を

増
額
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

議
案
第
４
号　

函
館
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に

必
要
な
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

こ
の
た
び
の
改
正
は
、
国
の
規
則
改
正
に

よ
り
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
更
新
研
修

に
つ
い
て
、
最
初
の
主
任
研
修
ま
た
は
更
新

研
修
の
修
了
日
を
起
算
日
と
し
て
固
定
し
、

そ
こ
か
ら
５
年
ス
パ
ン
で
更
新
研
修
を
修
了

す
る
規
定
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

改
正
後
は
、
従
前
よ
り
も
更
新
研
修
が
受

講
し
や
す
く
、
資
格
を
失
う
恐
れ
が
低
く
な

る
と
思
わ
れ
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

と
っ
て
も
安
定
的
な
有
資
格
者
の
確
保
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

 

委
員
間
の
協
議

議
案
第
１
号

○
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
費
施
設
型
給

付
費
増

　

国
や
北
海
道
の
制
度
で
は
あ
る
が
、
子
育

て
世
代
の
負
担
軽
減
や
多
様
化
す
る
保
育
の

ニ
ー
ズ
に
呼
応
し
て
の
改
善
で
、
少
子
化
対

策
と
し
て
大
変
、
有
効
だ
と
思
う
。

○
児
童
館
等
管
理
運
営
所
要
経
費
増

　

い
た
だ
い
た
寄
付
を
ど
う
配
分
す
る
か
の

問
題
で
あ
る
が
、
現
場
の
要
望
を
聞
い
て
行

わ
れ
て
い
る
の
で
、
良
し
と
す
る
。

議
案
第
４
号　

函
館
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に

必
要
な
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

法
令
の
改
正
に
基
づ
く
も
の
だ
が
、
主
任

介
護
支
援
専
門
員
に
と
っ
て
運
用
が
改
善
さ

れ
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
大
変
、
結
構
な
こ

と
だ
と
思
う
。

　

な
ど
の
理
由
で
賛
成
。

西
部
地
区
の
再
整
備
に
つ
い
て

 

市
政
ク
ラ
ブ
　
能
登
谷
　
　 

公

質
問 

住
宅
地
と
し
て
ど
の
よ
う
な
再
整
備

を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

答
弁 

宅
地
の
統
合
化
、
電
線
の
地
中
化
、

坂
道
の
美
装
化
な
ど
居
住
環
境
の
魅
力
を
高

め
、
市
内
外
の
富
裕
層
や
若
い
世
代
を
含
め

た
多
様
な
方
た
ち
に
よ
る
こ
だ
わ
り
の
暮
ら

し
が
で
き
る
市
街
地
形
成
を
想
定
し
て
い
る
。

民
生
分
科
会
議
案
3
件
を
審
査

6/9、６/12、6/13

一般質問一般質問
16
人
が
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
主
な
も
の
を
、

要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
、
８
月
下
旬
ま

で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公

開
予
定
の
会
議
録
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

こ 

う

の

と

や


